
「家庭学習の手引き」を活用しましょう！   

学校長 土肥 貴雄 

 先日、加東市では小中一貫校の計画が提案されました。加東市においては、数年前か

ら各教科担当者会で小学校と中学校の合同授業研究会や研修会をしたり、中学校区ごと

にどんな子どもを育てるのか共通理解の会議をしたりして、小学校と中学校が連携しな

がら教育を進めてきました。この計画で、より一層 ９年間での子どもの成長が楽しみに

なります。 

 さて、４月に実施しました「全国学力・学習状況調査」の結果から本校の課題として

浮かび上がってきたのが「家庭学習の充実」でした。本校では、「家庭学習の手引き」を

作成し、家庭学習の充実を図っているところです。家庭学習の習慣が定着し、充実して

いる児童は、帰宅が遅い中学校でも学力がどんどん伸びているようです。今後、より一

層「家庭学習の手引き」を活用していただき、家庭学習の充実を図っていただきますよ

うお願いいたします。 

※家庭学習の充実を推進する理由 

１ 学習内容の定着：学校で学習したことが定着する。 

２ 計画力の育成：どの時間に、どんな学習・遊びをするのか、計画する力がつく。 

３ 家庭学習の習慣化：毎日、家庭学習をすることにより、学習習慣が身につく。 

☆参考：各研究者の理論（考え）から 

 １「エビングハウス氏」の忘却曲線：人の記憶は時間が経つと次のように忘れる。 

  ・２０分後、４２％ ・１時間後、５６％ １日後、７４％ 

 ２「エドガー・デール氏」の経験の円錐：人が２週間たっても覚えている割合。 

  ・自分が読んだこと（１０％）・自分が聞いたこと（２０％） 

・自分が見たこと（３０％）・自分が見ながら聞いたこと（５０％） 

◎学んだことを人に話したこと（７０％）◎人に教えるなどやってみたこと（９０％） 

 ３ 脳科学者「茂木健一郎氏」の頭をよく働かせる方法 

  ・達成や成就などの嬉しい経験で、脳内物質（ドーパミン）が出来て、脳が強化さ

れる。 

  ・時間制限（問題を解く時間をだんだん短くする）で、脳が鍛えられる。 

  ・細切れ時間の活用法によって、集中力が養われる。（１分でも集中して取り組むこ

とを繰り返すと集中する神経細胞の回路ができる） 

 

 

◎感動しました！ 

 文化庁「文化芸術による子供の育成事業」で、人間国 

宝の一龍斎貞水氏をお招きして「講談」のワークショッ 

プと公演を聞きました。１月２１日の本公演では、ワー 

クショップで選ばれた児童も、練習して出演しました。 

 

 

 

 

 

 

◎入賞、おめでとう！（北播地区小学生駅伝カーニバル） 

 １月１７日（土）加西市立 

善防中学校周辺コースで力走 

しました。６年生女子が３位、 

５年生女子も５位に入賞しました。 

※学校行事トピックス  

 

 

 

 

 

 

  ＜書き初め大会＞       ＜書き初め展＞         ＜避難訓練＞ 

＜２月の主な学校行事予定＞ 

日（曜） 行 事 予 定 日（曜） 行 事 予 定 

2（月） 

3（火） 

 

 

4（水） 

5（木） 

6（金） 

7（土） 

 

9（月） 

10（火） 

11（水） 

12（木） 

振替休業日 

登校指導、ひと声運動、クラブ、

朝会、体重測定、お届け図書館 

配本 

体重測定、３年お出かけ図書館 

６年租税教室 

６年 JAXA 出前授業、委員会 

PTA 研修旅行（AM） 

PTCA 活動実践発表大会（PM） 

集会３年、４年おん☆かつ 

貯金日、クラブ発表会 

建国記念の日 

水曜校時、南っ子カップ 

13（金） 

16（月） 

 

17（火） 

18（水） 

19（木） 

20（金） 

23（月） 

24（火） 

25（水） 

26（木） 

27（金） 

人形劇（おやゆび姫）業間 

登校指導、朝会、安全点検 

お話会 

月曜校時、６校時授業（4～6 年） 

４年サイエンストライやる 

新 １年生入学説明会 

教育相談、PTA 評議員会 

集会６年、子ども見守り隊連絡会 

集金、代表委員会 

1・３年「南極の氷」講座 

１年栄養教諭給食指導訪問 

６年生を送る会、お届け図書館回収 

 

平成２６年度 滝野南小学校 

学校だより「こころ」 
                                               平成２７年１月２７日発行 

学校教育目標「自ら学び ともに学び たくましく生きる子の育成」 

滝野南小学校に学ぶ子は、①ともにはげむ子 ②ともに伸びる子 ③ともに生きる子 


